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市政だより r一人口の動き

7月1日現在 前月比

人口 57，296 +108 
男 27，544 + 57 
女 29，752 + 51 
世帯数 15，043 + 21 
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みんなで話し合いもしました 熱心に学習もしました

真剣に研究もしました 輪なげも楽しみました バドミントンもしました

業滋;32j訟のさぎ:滋滋業

みんな楽しく
大村小学校の昨年度家庭教育学級のお母さんた

ちは、 ひきつづき生涯教育へ取り組むため4月か

ら中央公民館の指導で『あすなろ学級JJ(代表山

口貞子さんほか51名7を結成し、みんなで学習内
容を検討して、毎月 2回講師を呼んで学習をした

り、研修旅行に出かけたり、スポーツやレクリ エ

ーションをして体力の回復につとめたり、親ぼく

を深めたりして自己研修に勉め、しあわせな家庭

作りと子どもたちのりっぱな成長を願っておられ

ます。市内にはとのような家庭教育学級が各地区

に9学級あり、それぞれ独自の学習方法で生涯教

育に励んでおられます。

生涯教育を
-・ー・・4・ー・・4・b ・・ 4・ー ・・--・・--・・--・・~..~・・4・~..‘・ー

あすなろ学級

11111111111111111111111111111111111111川川111川111111川川川川111111川1111111川111111川川1111111111111111111111111川11111111111川111111川111川川111111川川川山川川川川川川川川川川川川山川川川川州側川川川川川川剛山間11111111附

毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之印刷所/隆文社印刷所
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ん
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の
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理
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を
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催

明

を

開

ら
せ
」
を
ど
持
参
く
だ
さ
い
。

さ
き
に
大
村
都
市
計
画
用
途
地

域
案
を
作
成
す
る
た
め
公
聴
会
の

お
知
ら
せ
を
各
世
帯
に
配
付
し
ま

し
た
が
、
乙
の
用
途
地
域
の
原
案

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
市
民
皆
様
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、
次
に
よ
り

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

.
い
ず
れ
の
会
場
で
も
け
っ
乙
う

で
す
か
ら
市
民
皆
様
の
出
席
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
会
場
へ
は
各
世
帯
に
配

付
し
ま
し
た
「
公
聴
会
開
催
お
知

八
月
五
日
(
土
)
午
前
十
時

松
原
公
民
館

八
月
五
日
(
土
)
午
後
二
時

市
民
会
館
会
議
室

昭和47年8月 1日
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八
月
六
日
(
目
)
午
前
十
時

早
大
天
神
社
会
館

八
月
六
日
(
日
)
午
後
二
時

中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
講
堂

八
月
七
日
(
月
)
午
前
十
時

寿
古
公
民
館

⑥ 

八

+ 
日

月

竺コ浴水海資

金
世

帯

{ま

ーっ

防 〆¥

市
役
所

横
海
岸
の

埋
立
工
事

に
と
も
な

い
、
玖
島

崎
海
水
浴

場
を
閉
鎖

し
ま
し
た

の
で
、
乙

と
し
か
ら

三
浦
の
祝

崎
海
岸
に

三
浦
海
水

浴
場
を
開

-松原;甫

設
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
三
浦
海
水
浴
場
前
臨

時
バ
ス
停
留
所
が
設
置
さ
れ
ま
す

な
お
松
原
海
水
浴
場
は
、
今
ま

で
ど
お
り
開
設
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
8
い。

注
意
①

水

泳
禁
止
の
表
示
が
さ
れ
て

い
る
区
域
、
赤
旗
の
立
っ
て
い
る

区
域
外
、
お
よ
び
ブ
イ
の
浮
い
て

い
る
区
域
外
で
は
絶
対
泳
が
な
い

で
く
だ
さ
い
。

①
漁
業
操
業
の
た
め
危
検
に
つ

き
、
午
後
七
時
以
降
、

夜
間
の
水

泳
は
禁
止
し
ま
す
。

の

種

類

と

限

度

額

更

生

資

金

犯

の

改

正

乙
と
に
よ
り
、
そ
の
経
済
的
自
立

と
生
活
意
欲
の
助
長
促
進
を
図
り

安
定
し
た
生
活
を
営
ん
で
も
ら
う

乙
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
三
十

六
年
か
ら
発
足
し
現
在
に
至
っ
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
度
か
ら
貸
付

資
金
の
種
類
と
貸
付
金
の
限
度
額

が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し

た。
貸
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
民

生
委
員
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会

(
市
内
西
三
域
町
八
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
電
話

@
i
一
三
五

ご
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の

し一

" 

日

『
環
境
庁
だ
よ
り
』

を

放

送

積
極
的
に
推
進
し
、
こ
れ
ら
の
行

環
境
庁
で
は
環
境
保
全
行
政
を

政
を
い
っ
そ
う
円
滑
に
行
な
う
た

世帯更生資金貸付条件

I ~M~Nl3t I据置 償還 l貸付限度 |期間 期限 !

I ~ !i: ~ ~ : 3t13t.1 円以内;以内|以内|生業費 川町明と認め l
更生資金支度費 30，000 6カ月I6年 |られる場合400，000円 ! 

| 技能習得費月3，000円は従来どおり !

匙管室支度費 | 川 00 16fJAI8年 | 同 上 i 
l生活資金 !月 11.000 I 6カ月I5年 |貸付期間建議害又は療養 | 

16hAI 巾 出産一費i lM人身体障害者等の機能回復
6カ月I3年 訓練器具、日常生活用具晴入費
1 1 |(3)住宅移転費、給排水、電気、暖房

| 設備費

貸付限度 13E必要と認められる
I 6カ月I8 &f: i 高 JE月

高専・短大 月

(昭和47年度)

世
帯
更
生
資
金
貸
付
制
度
は
、

低
所
得
世
帯
お
よ
び
身
体
障
害
者

世
帯
な
ど
に
対
し
、
資
金
の
貸
付

け
と
必
要
な
援
助
指
導
を
行
な
う

新
大
村
空
港
の
建
設
も
本
格
的
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
↑

一

以

の

ゆ

と

な

り

、

昭

和

四

十

九

年

七

月

の

な

お

、

箕

島

内

の

無

断

立

入

り

一

・l
，

]

圃

戸

，

オ

ー

プ
ン
を
目
ざ
し
、
毎
日
ダ
イ
は
、
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
(
新
一

一

険

辺

魚

ナ

マ

イ

ト

に

よ

る

発

破
作
業
を
行
大
村
空
港
建
設
共
同
企
業
体
の
許

一

一

周

・

な

っ

て

お

り

ま

す

。

箕

島

付

近

で

可

が

必

要

で

す

)

一

一

L
巴

ヨ

号

、

認

の

水
泳
、
魚
つ
り
は
、
発
破
作
業

ま
た
馬
場
先
波
止
場
付
近
も
船
一

f

E

;

に
よ
る
落
石、

飛
石
の
た
め
、
五
の
発
着
場
に
つ
き
、
水
泳
禁
止
に
一

一

川

箕

水

百

メ

ー

ト

ル

周

辺

で

は

、

た

い

へ

な

っ

て

お

り

ま

す

の

で

、

皆

様

が

~

〉

ん
危
険
で
す
か
ら
、
近
寄
ら
な
い
た
の
ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
一

考備の種類資金

め

「
環
境
庁
だ
よ
り
」
を
次
の
と

お
り
放
送
し
ま
す
。

放
送
会
社
名

日
本
短
波
放
送

放
送
期
間

七
月
J
十
二
月

放
送
時
間

毎
週
金
曜
日

午
後
八
時

1
八
時
十
五
分

4.000円以内
9，500円 H

50，000 

| 高校

|修学費 i高是.訳。
修学資金 月 7，00o

|就学支度費 30，000 I 6カ月i8年 (

金資祉福

(注)1貸付利子は年3パーセント。ただし、据置期間中及び修学資金は無利子

住宅資金300，000円、 療養資金100，000円、 災害援護資金150，000円は従来どおり
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りおおむ市政だより(3) 

。入場者募集
「あなたのメロディー』

。作品募集「標語募集=1
ーきれいなまちづくり一

⑥ 
市
制
三
十
周
年
記

念
行
事
と
し
て
『
あ

な
た
の
メ
ロ
デ
ィ

i
』
の
公
開
録
画
を

開
催
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

市制30周年記念

入
場
ご
希
望
の
か

た
は
、
次
の
要
領
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ

申
込
方
法
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
職
業

を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

片
道
は
が
き
は
無

効
で
す
。

申
込
先
長
崎
市
西

坂
町
一
ノ
一

市
民
憲
章
に
は

「
水
と
緑
と
花
に

つ
つ
ま
れ
た
、
き

れ
い
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
」

と
定
め
ら
れ
て
あ

り
ま
す
。

き
れ
い
な
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に

次
の
と
お
り
標
語

を
募
集
し
ま
す
。 防

犯

明

で

N
H
K
長
崎
放
送
局

「
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
係

八
月
十
七
日
(
木
)

締
切

当
日
消
印
有
効

そ
の
他
入
場
希
望
多
数
の
場
合

は
拍
せ
ん
に
よ
り
入
場
者
を
き

め
ま
す
。

乙
の
番
組
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

作
詞
、
作
曲
し
た
歌
を
.
お
な
じ

み
の
歌
手
が
歌
い
、
乙
れ
を
き
い

て
高
木
東
六
、
そ
の
他
音
楽
関
係

者
が
批
評
感
想
を
の
べ
ま
す
。

作

品

募

集

次
の
要
領
で
作
品
の
募
集
を
行

な
い
ま
す
。

番
組
名
「
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ

Lー

公
開
録
画

九
月
六
日
(
水
)

午
後
六
時
開
演

-
内
容
不
法
投
棄
を
無
く
し
、

お
互
い
の
協
力
で
環
境
を
き
れ

い
に
す
る
実
践
活
動
の
必
要
性

を
強
調
し
た
わ
か
り
や
す
い
も

の
2
応
募
資
格
市
内
居
住
者

3
応
募
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

4
応
募
用
紙
は
ハ
ガ
キ
と
し
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
明
記

5
賞
金
一
席
、
三
千
円
、
二
席

二
千
円
、
三
席
、
千
円
(
各
一 る

築

く

く
大
村
市
民
会
館

放
送
日
九
月
十
七
日
(
日
)

午
前
十
一
時
i
十
一
時
三
十
五

分
(
総
合
テ
レ
ビ
)

主
催

N
H
K
長
崎
放
送
局

大
村
市

募
集
要
項

会
場

形
式
の
制
限
な
し
。

未
発
表
の
創
作
に
か
ぎ
り
ま
す

多
詩
、
曲
必
ず
一
組
と
し
ま
す
o

A
W
ひ
と
り
で
作
っ
て
も
、
知
人
と

の
共
作
で
も
よ
い
。

品
物
曲
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
だ
け
で
よ
く

前
奏
、
伴
奏
は
不
要
。

応
募
方
法

品
物
五
線
紙
花
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
書
き

そ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
そ
っ
て
歌

題
材詞

を
書
く
。

@
さ
ら
に
、
別
に
た
て
書
き
で
歌

作
品
〉

6
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
や
横
断
幕
に

使
用
し
ま
す
。

7
締
切
八
月
二
十
日
(
当
日
消

日
有
効
)

8
発
表
九
月
十
五
日
の
市
政
だ

よ
り
で
発
表
し
ま
す
。

9
宛
名
大
村
市
玖
島
郷
二
十
五

市
衛
生
課
、
大
村
市
衛
生
組
織

連
合
会
事
務
局

詞
を
書
く
。
〈
一
…
一
三
一
返
さ
一
三
一
一
一
お
お
い
お
い
滋
乙
こ
が
、
江
戸
時
代
、
古
田
山
一

多
五
線
紙
に
は
、
他
に
住
所
、
氏
一
一
…
郷
…
準
滋
綾
総
一
財
一
と
呼
ば
れ
た
庖
矯
所
の
跡
で
あ
る
一

名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
山
一
山
町
一
次
.
一
一
一
一
一
院
以
山
隊
町
一
月
間
山
口
一
一
以
内
訂
作
文
政
の
乙
ろ
、
日
本
の
各
地
に
一

を

書

く

。

…

~

吉

田

山

配

転

所

跡

⑬

庖
搭
(
今
の
天
然
痘
)
が
流
行
し
、
一

~
-
;
ー
ー

~
11
i
ii
i
!
i
r
r
i
-
-
i
i
i
猛
威
を
ふ
る
っ
た
。
乙
の
古
田
山
-

締
め
切
り

v

…
一

-y
ー~亀
醸
臨
臨
臣
認
均
鱗
援

~

十

人
一一一
一
顧
醐
闇
醸
露
襲
は
患
者
の
隔
離
収
容
所
で
あ
っ
た
-

八

月

十

七

日

必

着

~

一

一

一

ー

し1
1
1
噛
閤
臨
輯
睡
眠
臨
臨
輯
襲

v

…
一
一一一
一

一通
蝿
圏
闇
園
臨
圃
闇
欝
即
時
が
、
み
か
ん
畑
の
片
隅
に
積
み
あ

…

申
込
先
長
崎
市
西
坂
町一
1
l

一
~
一
-
-
Lib
i--
一
弘
圏
圏
圃
圃
闇
園
開
醒

V

一ι一一
一一JW
一一一弘
通
唱
司
岨
圃
圏
圃
覇
輔

げ
ら
れ
た
墓
石
に
も
、
当
時
の
惨
-

N
H
K
『
あ
な
た
の
メ
ロ
デ
ィ

一

一

一一日…

JmyMU--睡
置

騒

状

が

し

の

ば

れ

る

。

~

!
』
係
(
干
八
五

O
)

一
一
一
一
一

一一

lur-f醐
田
園
韓
文
政
十
三
年
(
一
八
三

O
年

二

そ

の

他

一

一

¥
二
一
ン
ゾ

¥J
悶

悶

輔

庖

搭
の
専
門
医
に
命
ぜ
ら
れ
た
長
一

@
放
送
に
と
り
あ
げ
ら
れ
な
い
作
ヤ
土
臨
圃
圃
圃
・
圃
園
圃
圃
圃
圃
・
圃
輯
醐
与
俊
達
(
前
号
に
掲
載
)
は
研
究
一

品
の
返
送
、

批
評
は
し
ま
せ
ん
い
一
会

L
&ま
ま
ι仁
所
を
併
設
し
、
患
者
の
治
療
と
予
一

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

2
・
・
・
・
・
圏
圃
園
防
法
の
研
究
に
、
日
夜
、
心
血
を
一

の

H

圃
・
・
・
・
圃
・
・
・
園
圃
園
田
園
そ
そ
い
だ
。
日
本
で
最
初
に
牛
痘

一

⑫
詩
の
み
、
曲
の
み
の
作
品
は
採
~
一
圃
圃
圃
圃
圃
圃
圃
・
圃
圃
園
田
園
圃

A

一
一
圃
圃
園
圃
・
圃
圃
圃
・
園
田
園
園
田
に
成
功
し
た
記
念
す
べ
き
場
所
で

一

周

し

ま

せ

ん

。

《

一

EE--aaSEti--

山一

烏
帽
子
池
か
ら
大
多
武
に
至
る
あ
る
。

〈
一
パ
ス
道
路
を
左
手
に
入
り
、
一
山
今
も
、

施
術
所
、
俊
達
の
居
宅
~

~
一
越
え
た
と
乙
ろ
に
、
人
里
離
れ
た
が
あ
っ
た
医
者
屋
敷
、
藩
主
一
族
一

~
一
農
家
が
あ
る
。
一

帯
は
わ
ず
か
な
を
収
容
し
た
御
殿
部
屋
、
町
人
、
一

~一

水
田
と
小
さ
な
溜
池
の
ほ
か
は
、
百
姓
の
た
め
の
町
長
屋
、
村
長
屋
~

一
み
か
ん
園
と
な
っ
て
い
る
。
な
ど
の
地
名
が
の
乙
っ
て
い
る
。
一

街

情つ

く

り

出
演
歌
手

水

原

弘

デ
ュ

l
ク
・
エ
イ
セ
ス

都
は
る
み

か
ず
み

あ
い

楽・ 正・
遊。し。

花。し
い:んく
で。

火.

次
の
乙
と
に
注
意
し
て
楽
し
い

花
火
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
花
火
、
特
に
平
玉
、

巻
玉
を

ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
の
は
危
険
で
す

二
、
た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に

火
を
つ
け
な
い
。

三
、
花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り

も
え
や
す
い
物
の
あ
る
場
所
で

遊
ば
な
い
。

四
、
風
の
強
い
と
き
は
花
火
遊
び

乙
と
し
も
海
に
山
に
夜
空
を
い

ろ
ど
る
花
火
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
し
た
が
、
毎
年
花
火
に
よ
る
事

故
や
火
災
が
発
生
し
て
お
り
ま
す

4 

は
や
め
る
。

五
、
吹
き
出
し
、
打
ち
上
げ
な
ど

つ
つ
も
の

筒
物
花
火
は
途
中
で
火
が
消
え

て
も
筒
を
の
ぞ
か
な
い
。

六
、
花
火
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
な

七
、
な
る
べ
く
お
と
な
と
い
っ
し

ょ
に
遊
ぶ
。

八
、
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方

を
よ
く
読
ん
で
必
ず
守
る
。
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(4) 

お

し

せ

り

募

集

-
水
道
部
序
舎

管
理
人
を
募
集

応
募
資
格

水
道
部
構
内
に
居
住
で
き
る
夫

婦
者
で
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

提
供
す
る
住
宅

木
造
瓦
葺
平
家
建
六
畳
、
四

・
五
畳
、
炊
事
場
、

ふ
ろ
場
付
き

業
務
内
容

川

庁

舎

内
外
の
管
理

凶
文
書
物
件
の
収
受

同

電

話

受
付
お
よ
び
連
絡

凶

そ

の

他

勤
務
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

市政だより

水道の時間外サービス

午
後
七
時
か
ら
翌
朝
八
時
三
十
分

土
曜
日
か
ら
日
曜
日
(
祭
)

午
後
五
時
か
ら
翌
朝
八
時
三
十
分

履
歴
書
提
出
期
限
八
月
十
五
日

選
考
日
八
月
下
旬

九
月
一
日
か
ら
勤
務

く
わ
し
く
は
水
道
部
管
理
係
へ

・
子
山
J

サ
頃
を
募
集

審
判
員

年
齢
二
十
一
歳

t
三
十
四
歳

学
歴

高
卒
以
上

視
力

裸
眼
で一

‘・
O
以
上

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

人
員

若
干
名
(
女
子
)

年

齢

十

八
歳

1
二
十
四
歳

市
内
在
住
者
に
限
る

※
く
わ
し
く
は
長
崎
県
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
会
へ

電
話
。
1
六
一
九
四

注
射
と
検
診

水道のサービスについては、 次の

ようになっており ますので、 料金の

納入、故障の鐸理などはとの時間内

にできるよう、早めに手続きされる

ようお願いします。

月曜日から金曜日 (平常日〉

午後7時まで

土曜日、日曜日及び祭日

午前8時30分から午後5時まで

J主1、上記時間以外は職員が不在

となりサービスできませんのでご了

君主く ださい。

2、給水はもちろん24時間給水で

す。

-
妊
婦
お
よ
び

乳
幼
児
検
診

実施月日i 実施場所 | 実施時間

8月4日!萱瀬出張所 19:30"""11:00 

8月8日|鈴田出張所 19:30"""11:00 

8月9日|三浦診療所 19:30，.....11:00 

8月 11 日 | 竹r出張苛 IJ:gQ~~rQQIrJ'f.L:iII'mrJl 113:00---15:00 

8月16日|松原出張所 19: 30"""11: 00 

I 8月22日|福重出張所 113:30"""15:00

-
百
日
ぜ
き
・
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
(
混
合
)

予

防

接

種

の
対
象
者

の
第

一
期
の
も
の
初
回
免
疫
者

生
後
三
カ
月
以
上
た
っ
た
も
の
で

ま
だ
初
回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て

い
な
い
も
の
。

②
第
二
期
の
も
の

追

加

免
疫
者

初
回
免
疫
接
種
が
完
了
後
、
一

年

か
ら

一
年
半
た
っ
た
も
の
。

な
お
、
乙

の
期
聞
に
接
種
が
で

き
な
か
っ
た
も
の
。

接
種
要
領

①
第

一
期
の
も
の
、
ゴ
一
週
間
お
き

に
三
回
接
種。

②
第
二
期
の
も
の
、
い
ず
れ
か
の

自
に
一
回
接
種
。

料
金
は
無
料

禁
忌
者
か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

臓
、
呼
吸
器
疾
患
.
胸
腺
リ
ン
パ

体
質
の
徴
候
の
あ
る
か
た
は
、
接

種
前
に
医
師
と
じ
ゅ
う
ぶ
ん
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
母
子
手
帳
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

-
三
地
区
親
善
柔
道
大
会

八
月
六
日
(
日
)

午
前
九
時
か
ら

場

所

市

民
体
育
館
(
公
園
前
)

出
場
チ

l
ム

島
原
南
高
チ

i
ム

諌
早
チ
l
ム

大

村

東

彼
チ
l
ム

対
象

中
学
生
、
高
校
生
、

一
般

日
時

圃
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

八
月
十
九

・
二
十
・

二
十

一日

申
込
締
切

八
月
十
日

く
わ
し
く
は
市
教
育
委
員
会
体

育
課

へ

期
日

圃

柔

道

教

室

自主
時催

大
村
柔
道
協
会

八
月
二
十
二
日
か
ら
毎
週

火

・
木
曜
日

午
後
六
時
1
八
時

¥ 

百日ぜき・ジフテリア・破傷風

(混)予防接種実施日程表

名|

市 役所 1n "'< n~ 1 18月18日19月8日
|萱瀬出張所 1 (金) 1 (金)

諏訪公民館

三浦診療所 18月22日:9月12日
1 (火) I (火〉

鈴田出張所

竹松

本町公民館 18月23日19月13日
福重出張所 I (水) ! (水)

l中地区公民館10R <lA 0 I 18月24日'9月14日
松原出張所 1 (木) I (木)

時間はいずれも午後2時，.....3時

日種接場メ当、
ヱミ

会場
費所

市
民
体
育
館

月
額
小
学
生
二
百
円
、
中

学
生
三
百
円
、
高
校
生
、

一
般
四
百
円

浦
山
五
段
・
辻
四
段
ほ
か

市
内
竹
松
駅
前

千
登
勢
旅
館
内

柔
道
協
会
長
あ
て

申講
込師

催
し
も
の

圃
納
涼
盆
踊
り
大
会

大
村
部
隊

日
時
八
月
十
九
日
(
土
)

午
後
六
時
半
か
ら
九
時
ま
で

場
断

大
村
部
隊
営
庭

お
も
な
行
事

歌
と
音
楽
演
奏

・
盆
踊
り

打
ち
上
げ
花
火
・
金
魚
す
く
い

-
納
涼
盆
踊
り
大
会

竹

松

八
月
十
六
日
(
水
)

日
時

午
後
八
時
か
ら
(
た
だ
し
、
雨

天
の
場
合
は
十
七
日
に
順
延
)

場
所

竹
松
本
町
児
童
遊
園
地

O
余
興

す
い
か
割
り
大
会
、

金

魚
す
く
い
大
会
(
有
料
と
無
料
)

O
踊
り
参
加
者
に
は
で
っ
ち
わ
」

進
呈
。
た
だ
し
三
百
本
限
り

-
少
年
。
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

八
月
二
十
日

午
前
十
時

荒
天
の
場
合
は
中
止

場

所

大

村
競
艇
場

参
加
資
格
小
学

一
年
か
ら
六
年

ま
で
の
男
女
(
必
ず
保
護
者
同
伴
)

携
行
品

水
着

・
タ
オ
ル
・

弁
当

※
一

般
の
か
た
の
試
乗
会
も
あ
り

申

込

先

市
事
業
課

電
話

e
l三
三
四
二

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

電
話
。
l
六
一
九
四

申
込
方
法
は
が
き
ま
た
は
電
話

で
八
月
十
八
日
ま
で

日
時
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